























































































































































































































































































（敷田・木野・森重 2009;深見・高木 2013）、地域の取り組みの変遷（尾家 2008;加藤・
小林 2013）、地域の取り組みに対する検証（森重 2009c）など地域側の視点からの研究
が大多数を占めており、一定の成果を上げていた。
しかし、一方で潜在的旅行者市場に対する情報発信をはじめとするプロモーションが課
題であることも指摘されている。これは、ツーリズム・システムにおいて潜在的旅行者市
場のある出発地と着地型旅行会社のある目的地との物理的な距離とも関係が深く、どのよ
うにしてこの距離を埋めるのかが具体的な課題となるであろう。
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